
問①　どのくらいの方が移住されているか、またどの地域から多く移住されているか。

答①　令和6年度は全体で74世帯、170人の方が移住されている。　

　　感想

　宇佐市に行って、まず感じたことは気候が温暖で、本当に住みやすい地域であると

宇佐市のますますのご発展をお祈りいたします。ありがとうございました。

　　　　メイド型の移住体験ツアーと併せ、市指定文化財「古荘邸」を日帰り～最大7泊8日まで

　　　　無料貸出（光熱費や飲食代、日常生活に係る消耗品等は自己負担）している

　　　　平成30年から累計約2割世帯の移住につながっている。

問③　大学生が「移住定住促進動画」を作成しておりますが、発注者の思いは。　

答③　動画の企画から取材、編集まで全て学生達が作り上げ、より視聴者目線に近いもの 　

　　　であり当市の移住定住支援の課題の一つである「移住後のイメージの明確化」対策

　　　として実施いたしました。本動画につきましては、移住者向けホームページ、

      市公式YouTubeでの公開、県外での移住相談会で活用しています。

お忙しい中視察を受け入れて頂きまして、大変ありがとうございました。

ともに、歴史的文化遺産も多く、住んでいて飽きない所でもあると感じました。

問②　体験型移住活用実績はどのくらいか　

答②　空き家バンク物件や移住後の生活環境に関わる施設の案内や、先輩移住者との交流

　　　　や市内の観光名所めぐり等、移住希望者の要望に合わせた、きめ細やかなオーダー

古沢清志

視察研修項目 移住・定住について

　　概　況

　宇佐市は文化財の宝庫といわれるように、宇佐神宮や東西本願寺別院、龍岩寺、鏝絵

石橋など古い歴史・文化遺産が多く保存・継承されているまちです。

を活かしたグリーンツーリズム、周防灘の豊かな恵みを受けた水産業、酒類製造のほか

　　質　疑

　　　　からの移住者が約8割と多くを占めている。

様式第２号

視察研修先 大分県宇佐市 氏名

　平成17年に１市２町が合併し、現在の新しい「宇佐市」が誕生しました。

新しい宇佐市では、平野部での土地利用型農業、山間部での高付加価値農業や農業資源

自動車部品や電気機器などを製造する各種技術産業、歴史・文化遺産を活かした観光など、

多彩な産業活動が営まれています。

　　　・これまで県内、九州内の移住者が多い傾向にあり、特に九州内では、隣県である福岡県



様式第２号

氏名

 　別府温泉について記されている最古のものは、「豊後風土記」で、現在の鉄輪地区に古代から

地獄が存在し、豊富な天与の温泉に恵まれていた。今日の別府の地名は、荘園時代に新開地の

　概　況

大分県別府市 古沢清志

Park－PFI制度を活用した公園整備について

視察研修先

視察研修項目

開墾、領有に際して必要とされた免符である「別符」が「別府」と書かれるようになり、これが地名

となったと言われている。明治39年には人口12,308人の別府町が誕生、全国的にも湯治場と

　

　質　　疑

　Park－PFIによる公園整備の事業概要

　事業内容

して知られるようになった。その後観光地として性格を加え、別府市が誕生した。

　①　別府公園東駐車場便益施設等整備運営事業

　　　一日中過ごせる公園の実現。公園の新しい過ごし方

　　　　・公園の東側駐車場にスターバックスの飲食店を設け、楽しく過ごせるようにした。

　事業方針

　　本事業は公園利用者へのサービス提供を行う公園施設を、民間活力の導入により整備し、

　公園利用者の利便性の向上や上質空間の提供、公園のさらなる魅力向上を図ることを、　

　目的としています。

　②　鉄輪地獄地帯公園整備運営事業

　どの公園もきれいに手が施されていて、豊かな自然空間を感じた。

　感　想

  3.未利用地の有効活用による経済効果　　　 　4.観光施設としての魅力開発と地域活性化

  1.駐車場整備による利便性の向上　　　        　2.賑わい創出による防犯性の向上

　　　　手軽に手ぶらでアウトドア体験を楽しめる複合型体験施設

　　 ・グランピング施設を設け、遊ぶ、食べる、泊まるを全て楽しめる公園

　　　　長期未着手公園の供用開始を目指すためのPark－PFIを活用

　　　　・２階建の公園で上はサッカー場、下はスーパーマーケットで民間のアイデアで魅力的。

　　　　上人ヶ浜公園事業海浜砂湯リニューアル＋公園のアップデート

　　　　・自然の海岸が残る市内唯一の海浜公園

　Park－PFIの効果

　③　春木川公園整備運営事業

　④　上人ヶ浜公園整備事業



この視察での学びを基に地域にあって行動に移していきたいと思います。　　

大分県自主防災組織活性化支援センターの活動及び自主防災組織の更なる活性化をお祈り

自主防災組織を活性化するには、毎年必ず少しでもいいから行動に移すべきと感じました。

　　感　　想

　・今回の視察は自主防災組織の活発な行動に、感銘を受けました。

寒河江市においては幸いなことに災害が多くありません。そのせいなのか防災に関して本気

で取り組もうとする意識が薄いように感じます。私も地域にあって自主防災組織を立ち上げましたが

役員の変更で活動が途切れてしまいました。

　・イメージトレーニング

　体験する　　　

　・応急手当　　・パッククッキング　　・ロープワーク　　・グッズ取り扱い　　・家具の固定

　　・避難所開設

※各地域で活動した状況を意見交換し、より精度の高いものにしていく。

また、他の地域との意見交換会なども、活性化の一助になると思います。

いたします。

　南海トラフを想定している、大分県として県民みんなが切迫感を持って防災に関心を寄せている。

私たちはその真剣な行動に共感しご教示を得たいと思い、訪問した。

講演をしてくださるのは、NPO大分県防災活動支援センターの方であった。

　自主防災組織活性化支援センターの役割として

　・「自助」「共助」の防災力の向上に寄与できる防災士の育成　

　・防災士が防災活動に対して「やりがい」がもてる、活躍しやすい環境の醸成　

　・地域で住民を指導し、自主防災組織の活動等を活性化しうる防災士の育成

②　防災士スキルアップ研修メニュー

①　防災士のスキルアップ研修について

　知る　

　・防災課題（発見と対策）　・個人防災（実行と普及）　・地域防災（計画と実行）

　つくるゲーミング

　・防災マップ　　・防災マニュアル　　・フィールドワーク　　・避難カード　　・タイムライン　　

視察研修項目 自主防災組織活性化支援センターについて

 概　要

様式第２号

視察研修先 大分県自主防災組織活性化支援センター 氏名 古沢清志


